
レクチャー＆ワークショップ
自分の体をキャンバスに見立て服やグッズ、アク
セサリーに限らず日常品を身につけ自分を飾って
みましょう。それは自分の暮らしを表すアートに
なる筈です。ファッションが産業となる以前、人
類は何を身につけそれはどの様な機能と意味を有
していたでしょうか、社会と個人を繋ぐメディア
としての衣服はファッションを最も雄弁に語りま
す。現代の生活と自身の関係を問い直し拡張する
取り組みとしたいと思います。

公益社団法人日本美術教育連合公益社団法人日本美術教育連合「造形・美術教育力養成講座」「造形・美術教育力養成講座」第 3 回第 3 回

ファッションとアート 
- クロスファッション

日時：2023 年 2 月 18 日 ( 土）
　　　13：30 〜 15：30　
講演 + ワークショップ（Zoom )
定員：30 名  　（締め切り 2/16　23：59）

講 師 ： 津 村 耕 佑 　
ファッションデザイナー

/ 武蔵野美術大学空間演出
デザイン学科教授

■造形・美術教育力養成講座 - 拡張し越境する美術 2022
2019 年から始まった COVID19 のパンデミックは日常生活や社会構造まで変革をもたらし、私たちはこのパラダイムシフトの真只中にいます。その中で私たちはどのよ
うにアートを捉え、アートを武器として､ 他者と多様な価値観を共有し暮らしを豊かに生き抜いていくかが問われています。本年度は、「パラダイムシフトの中でのアー
ト」というコンセプトで全３回の連続講座を開き、第一線で活躍されている講師の話と､ ワークショップの体験を通して学んでいきます。

参 加 費　
　会 員　　　…　1000 円
　非会員 　　…　1500 円
　学生・院生　…   500 円

申込み→
　↓　

https://inseajpseminar2022-03.peatix.com




